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1 なぜ（仮称）子ども包括支援センターの発想に至ったのか？

早急な対応が
必要！

児童虐待の相談対応件数の増加等、

子育てに困難を抱える世帯がこれま

で以上に顕在化してきている状況等

を踏まえ、子育て世帯に対する

“包括的な支援”の為の“体制強化”

等が喫緊の課題となっている。
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日野市の虐待相談件数の推移



1 なぜ（仮称）子ども包括支援センターの発想に至ったのか？

Ｈ28年児童福祉法・母子保健法改正 （H29年施行）

母子保健分野と子ども家庭分野の連携を強化し、切れ目ない支援を行うため、同一の
主担当機関が2つの機能を一体的に 担う体制整備が望ましい。（H31年関係閣僚会議、
厚労省通知等）

Ｒ4年児童福祉法改正（R6年施行）

子育て世帯に対する包括的な支援のための体制強化及び事業の拡充として、市区町村
は、全ての妊産婦・子育て世帯・子どもの包括的な相談支援等を行うこども家庭セン
ターの設置に努める。
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２ 人員体制

母子保健係 21名
母子保健事業に関する全般

事務 5名（正職員3名）
保健師・助産師16名（正職員9名）

（母子健康手帳交付・妊婦面接窓口専任6名）

・子ども家庭支援センター長
・子ども包括支援センター設置担当主幹
・課長補佐

相談援護係 13名
児童虐待対応、
子育てサービス事業

ケースワーカー11名（正職員10名）
※内1名は心理専門相談員を兼務
育児技術訪問指導員1名

心理専門相談員 1名

地域支援係 4名
子育てひろば、情報発信、
センターの管理運営、
補助金、庶務

事務 ４名（正職員3名）

母子保健係（子育て世代包括支援センター）と相談援護係（子ども家庭総合支援拠点）の組織体制

子育てひろば（直営）

子育てひろば（委託）

SSW 6名（正職員1名）
発達・教育支援課と
子ども家庭支援センターの併任辞令
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３ 建築物など

R5.2月 工事現場撮影日野市役所本庁舎の横に建設
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R5.6月 工事現場撮影



３ 建築物など

所在：日野市神明一丁目13番地の2
・市役所本庁舎隣
・実践女子学園の神明校地の土地の一部を実践女子
学園から無償で貸与

構造：鉄骨造

規模：地上3階建て

建築面積：862．24㎡

延床面積：2296．94㎡

環境配慮：太陽光設備、屋上緑化、多摩産材

福祉避難所に指定
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３ 建築物など

実践女子大学の生活環境学科学生２名が提案

はじまり R4.11.9キックオフミーティング

・市から実践女子大学にデザインを依頼
・実践女子大学と日野市でロゴなどの作成
を通して、学生の学びの深化と子育てが
豊かになるよう双方で目標を共有してい
きたい
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３ 建築物など

・・・

キャラクター ぺたぺたさん

・このロゴには２つの顔があります。日野市は、日野市の子どもたちを取り巻く環境の負の
側面から目を背けなかったからこそ（仮）子育て包括支援センター「みらいく」を作ろう
と行動な さっているのだと思います。

・そのような負の側面も含め、これまでのことを無かったことにせず、人々が寄り添いあい
新しいものを作っていく、新しい自分を発見する、日野市と住民の新しい関係を築いていくと
いう想いを込めました。

・ロゴに使った3つの色は「常に変化する感情の移り変わり」を表現しています。３つの色に
は「色の変化の象徴」として「空の色」を採用し青空、日の出、夕焼けの色をしています。

・これからいろんな色に変化していく可能性があり、受け取り手によって印象が変化するよう
なデザインを目指しました。そして、とろっと溶けたような形状で、どんな形にも変化で
きその場に馴染むどんな人にも寄り添う『みらいく』を表現しました。
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３ 建築物など

・・・
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・視認性向上
・白黒印刷対応
・親しみやすさ


